
　本年度、6年生を対象に実施された「全国学力・学習状況調査」について、分析結果

から考えられる「粟南っ子」の特徴や成果と課題についてお知らせいたします。

（問題２）　　　（問題１）

　　　　○　　　 　○

△登場人物の相互関係や心情などについて、

　描写を基にとらえること。（問題１）

💡登場人物の心情は、行動や会話、様子、情景などを

　通して表されることがあります。

　そのため、登場人物の心情について考える活動

　を行う際には、理由の根拠として会話や情景描写

　を取り入れて話し合えるように進めていきます。

△人物像を具体的に想像すること。（問題２）

💡人物像を具体的に想像するためには、登場人物の

　行動や会話、様子など表している複数の叙述を結

　びつけて判断することが重要になってきます。

　そのため、場面や段落ごとに人物像をまとめたり

　心情の移り変わりを考えたりするなど、スモール

　ステップで進めていきます。

成果が現れている項目

◎段落相互の関係に注意して、文章の構成を考えること。

◎目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるよう

　に書き表し方を工夫すること。

△文章全体の構成を捉えて要旨を把握すること。

💡各段落の働きをていねいに確認し、キーワードやキーセンテンスを

　もとに要旨をまとめながら文章の構成を捉えていきます。

課題となる項目と支援策

国　語

令和7年度全国学力・学習状況調査の結果から令和7年度全国学力・学習状況調査の結果から

○

△目的に応じて、文章と図表等を結びつけるなどして必要な情報を見つけること。

💡図表等の資料を読み取る力を伸ばすために、説明文等に付随する図表や他教科で用

　いられる資料が何を指し示しているのかを話し合います。また、文脈に沿って、次はど

　のような言葉が続くのかを考える活動を取り入れていきます。

○
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　　　　○　　　 　○

課題となる項目と支援策

算　数

理　科成果が現れている項目

課題となる項目と支援策

◎基本図形に分割することができる図形の面積の求め方を、式や言葉を用いて記述すること。

△分数のたし算について、共通するもとにする数を

　見いだし、足す数と足される数が、共通するもと

　にする数のいくつ分かを、数や言葉を用いて記述

　すること。

💡通分をともなうたし算の計算はできている。しかし、

　通分に関する理解が不足していると考えられる。そ

　こで、通分の仕組みや仕方を学ぶ際、ペアや全体

　の場でしっかりと説明する活動を取り入れます。　

△数直線上で、分数を単位分数のいくつ分として

　捉えること。

💡分数の意味に関する理解が不足していると考えら

　れる。１を○個に分けた□個分が□／○であること

　を図や数直線を用いながら学習します。

成果が現れている項目

◎異分母の分数のたし算の計算をすること。

◎乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識が身に付いていること。

◎水の結露について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に理解してい

　ること。

△身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に

　引き付けられる物があることの知識が身に付いて

　いること。

💡実験において正確な結果が得られるように、実験

　準備や事前指導をしっかりと行います。また、AI

　ドリル等を活用し、知識の定着を図ります。　
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ICT機器で文章を作成できる ８８％

インターネットで情報を収集できる ９６％

ICT機器を使って情報を整理できる ８８％

ICT機器を使ってプレゼン

テーションを作成できる　※
７６％

◇情報活用に関する質問の回答　　　の合計

（％）

質問紙調査の結果から成果が現れている項目

◇自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。

課題となる項目と支援策

◎ペアやグループでの話し合い活動を通して、友達の異なる考えを聞く機会を充実

　させ、協働的な学びを多く取り入れていきます。また、それらの活動を通して、多様

　性を認め合う集団作りに取り組んでいきます。

◎PCやタブレット等のICT機器を用いた情報活用に関する質問３つ（表の上から３つの項目）に対する肯定的な

回答は9割前後となっています。しかし、「ICT機器を使ってプレゼンテーションを作成することができるか」の回答

から、４人に１人は苦手意識があることが判明しました。そこで、児童の興味・関心に基づいたテーマに沿って、情

報を集め、文章や資料にまとめる活動の中にプレゼンテーション作成を取り入れて、全員のプレゼンテーション力

の向上を図ります。その取り組みを探求学習の活動の一部として位置づけていきます。

（％）

△顕微鏡を操作し、適切な像にするための技術

　が身に付いていること。

💡顕微鏡の操作や観察に関する学習は、グル

　ープでの教え合いを通して、一人ひとりが確

　実に操作できるようにします。また、その中

　で、顕微鏡の部位の名称を使って取り組むよ

　うにします。　
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左表※の詳細を表したグラフ


